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高橋：若手研究者向けの助成制度とし
て、JSTには「さきがけ」が用意されてい
ますが、この領域では独自に「ミニ
CREST」という制度を新たに設けまし
た。生命科学研究をDX化すること自体
が新しい試みですし、何が正解なのか
誰もわかっていません。萌芽的なアイ
デアを、最初はさきがけのような小さな
体制から取り組み、進捗を見ながら研
究体制を充実させ、最終的にはCREST
の規模まで拡大させたいと考えていま
す。ですから、30代の若手研究者から
の積極的な提案を期待しています。
岡田：さきがけの支援期間は3年間で
す。［バイオDX］領域は情報科学と生命
科学の異分野融合の研究ですから、研

究者間で十分に意思疎通ができるよう
になったと思ったら支援期間が終わっ
てしまった、ということになりかねませ
ん。とはいえ、CREST規模の研究グ
ループをいきなり若い人が率いること
はハードルが高いので、関係者と議論し
て新たな制度を設けました。

研究プロセス全体を俯瞰
抜本的な変革もたらす提案を

―初年度の採択課題が発表されました
が、審査されていかがでしたか。
岡田：今回、領域が目指す研究にかなっ
た提案を採択することができたと思っ
ていますが、一方で応募された提案の

歩して複雑な生命現象を複雑なまま解
析し、私たちが理解できる形で提示でき
るようになりました。生命科学のDX化
によって研究サイクルの効率化が図れ
れば、新たな知見も得られるはずです。

異分野の研究者が協力し運営
若手の研究も大きく育てたい

―こうした背景も踏まえますと、この領域
が生命科学ではなく、情報科学の領域で
あることの意味がよくわかりました。で
は、運営体制や特徴についてもご紹介く
ださい。
岡田：この分野の重要性を訴え、議論に
も参加してきたこともあり、研究総括に
推していただきました。ただ、私自身は顕
微鏡の改良を通じて、細胞内の物質輸送
の研究を続けてきた生命科学の研究者
です。だから私だけが研究総括を務めて
いては、生命科学の領域だと捉えられか
ねません。
　そこで、細胞のシミュレーションに取り
組んできた高橋さんに研究総括補佐と
してこの領域に携わってもらい、情報科
学の側面を対外的にもわかりやすく伝え
られるような体制を組みました。このよう
な分野の異なる２人が運営するという体
制は、他の領域にはない特徴ですね。

中には「これはバイオDXではない」、
「バイオDXの要素が不足している」と
感じるものが多数あったことも事実で
す。実験自体はこれまでと変わらない
方法で実施し、実験で得られたデータ
の解析にAIを使うという内容が散見さ
れました。
　それが一番AIを導入しやすく、現実
に研究効率を高められるのかもしれま
せん。ただ、それでは生命科学の研究を
抜本的に変革していこうという、私たち
が目指すビジョンには合致しないので
す。データを取得した後の下流にデジ
タル技術を取り入れるだけでなく、もっ
と上流、例えば実験の最中にAIが介入
したり、仮説を立てたりするところにも
デジタル技術を活用するような提案を
期待しています。
高橋：研究過程で、サイエンスとしての発
見があることも必須だと考えています。
情報科学の領域ですから、デジタル技術
を導入することで研究のプロセス全体
を俯瞰して効率を高めるなどのメリット
が求められますが、同時に生命科学にお
ける何らかの発見が期待できるテーマ
を設定していただく必要があります。
岡田：生命科学研究のDX化に貢献する
要素技術の開発も、本領域の対象にな
ります。データの解析などにデジタル
技術を取り入れ、研究の効率を高めら
れたとしても、やはり生命科学の研究は
時間がかかるものです。

―この領域で求めている提案として、具体
的なイメージがあれば教えてください。
岡田：例えば、ヒトの臓器がどのように
形成されるかを調べようとした場合、
iPS細胞のような未分化の細胞を分化
誘導して小型臓器であるオルガノイド
まで培養するのに、1カ月以上かかりま

す（図3）。1つの実験の完了後に、そこ
で得られたデータを次の実験にフィー
ドバックしようとすると、1年でできる実
験の回数は限られてしまいます。
　しかし、実験の最終的な結果を待た
なくても、途中で細胞の状態を解析し
て次の実験に活かせる知見を得られる
なら、そのサイクルを短縮させることが
できますね。データの解析にデジタル
技術を導入すれば、どんな研究でも効
率を高められるというわけではありま
せんが、実験サイクルを俯瞰してボトル
ネックになっているところを短縮する要
素技術を開発することは、実にバイオ
DXにかなった研究だと考えています。

次世代活躍に備え環境整備も
分野を超えたDX化のモデル

―バイオDX研究の進展からどのよう
な波及効果を期待されていますか。
高橋：今、世界全体が大きな変革期にあ
り、社会のあらゆる場面にデジタル技
術が浸透して、人間の考え方や社会の
あり方も大きく変わってきています。産
業構造も変わり、これまでになかった新
しい産業が出現するでしょう。当然、研
究活動も変わっていかなければなりま
せん。それは自然科学に限らず、社会科
学や人文科学などあらゆる分野に及び
ます。バイオDXでの取り組みが、この
後にＤＸ化を進めて行くさまざまな学
会や業界にとっても、良い先行事例に

なるだろうと考えています。
岡田：研究によって得られるデジタル技
術や新しい知見といった成果だけでな
く、研究のあり方そのものを変えていく
ことがこの領域の一番の成果になると
期待しています。しかし一方で、バイオ
DXが既存の生命科学研究を否定して
いると受け取る向きもあるようです。実
際、「僕のような古い生物学者には関係
ないですよ」と複数の方から言われまし
たが、決してそんなことはないと強く主
張したいです。バイオDXが目指している
のは、生物学者が本来取り組みたい問
いに集中するための環境を整備するこ
となのです。実験の手間を省くことで真
理の探究に集中する。それがバイオDX
の狙いです。
高橋：研究環境を全てDXに適したもの
に変えていくということは、一朝一夕で
はできません。今、義務教育でもプログ
ラミングの授業が行われるようになり、
ゲーム制作のコンテストを開催すると
かなり盛り上がるそうです。このように、
小学生のうちからプログラミングとは
何かを身につけた人たちが、10年、15
年後に社会に出るようになり、その中に
は研究者になる者もいるでしょう。彼ら
が身に着けたデジタル技術を生かし
て、より効率的で質の高い研究ができ
るような環境を今のうちから整備して
いくことが重要です。バイオDXがその
先駆者になっていければいいですね。
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るようになりました。
岡田：ただ、AIの進歩だけでは十分では
なく、機械学習に用いるデータを収集
する技術の開発も欠かせません。ヒトゲ
ノム計画の頃には世界中の研究機関が
協力して、膨大な予算をつぎ込んで解
読していましたが、次世代シーケンサー
が導入された現在では、わずか100ドル
で1人分のゲノムを一晩で解読できる
ようになりましたからね。遺伝子解読に
関しては大量のデータを容易に得られ
るようになり、生命科学分野は研究のや
り方が大きく変わったと感じます。

サイクル全体を効率化
新たな科学的発見を期待

―具体的にはどのような研究に取り組
まれようとしているのでしょうか。
岡田：この領域で期待するDXの効果に
は、2つのポイントがあると考えていま
す。1つは研究の効率化です。生命科学
に限らず、これまでの研究活動では、仮

説を立ててその仮説を立証するための
実験を行い、実験で得られたデータを
解析して新たな科学的知見を得る、と
いうサイクルでした。
　これまではどんなに効率化しても実
験には時間と労力がかかり、研究を進
める上でボトルネックとなっていまし
た。そこにデジタル技術を積極的に取
り入れることができれば、実験の効率を
大幅に高めることができます。結果とし
て、研究テーマを探求するといった、本
来研究者がやるべき創造的な活動に時
間が充てられるようになるでしょう。

―シミュレーションで十分な検証がで
きれば、実際に同じ実験をする場合で
も随分効率が良くなりますね。
岡田：2つ目は、DXによる科学的な発見
です。デジタル技術を導入すると、得ら
れるデータが膨大になり過ぎて、人間
が理解したり処理したりできる量を超
えてしまいます。そこでデータ解析にも
AIを取り入れることで、先に述べた実験

などの部分的な効率化だけでなく、研
究サイクル全体の効率を高めることが
できると考えています（次ページ図2）。
研究対象の選定と技術開発をうまく進
められれば、CRESTの5年間で研究を
効率化するデジタル技術だけでなく、
科学的な発見も得られるのではないか
と期待しています。
高橋：人工知能の研究開発を行ってい
るディープマインドのデミス・ハサビス
社長もこう指摘しています。「物理学で
数学が強力な武器になったように、生
命科学ではAIが強力な武器になる」。こ
れは、システムバイオロジーが当初期
待されたほどの成果を得られなかった
理由を見事に言い当てています。当時
はコンピューター技術も十分に発達し
ておらず、AI研究も現在のように活発
に行われていませんでした。
　一方、生命現象は複雑すぎて人間に
はそのまま理解することが難しく、シ
ミュレーションしようにもモデル化でき
なかったのです。それが現在は、AIが進

れた「システムバイオロジー」が先駆け
でしょう。コンピューター上のシミュ
レーションで、複雑な生命現象を理解し
ようとするものです。しかし、当時のコン
ピューターは今ほど発達していません
でしたし、必要なゲノムやたんぱく質の
機能解析も十分に進んでいませんでし
た。私も学生時代に細胞内の現象をシ
ミュレーションするプログラム「E-CELL」
の開発に関わりましたが、期待されたほ
どの成果は上げられませんでした。
岡田：その後ヒトゲノム計画が進み、
2003年に人のDNAの塩基配列が全
て解読されました。たんぱく質などの機
能解析も進み、生命現象に関わるパー
ツの情報がそろってきました。しかもそ
れらは、公的なデータベースとして整備
されていきました。
高橋：その点は、材料系の研究者からも
うらやましいと言われますね。生命科学
では、すでに機械学習で利用できる形
に情報が整理されているので、すぐに
動き出せます。しかし、他の分野ではこ

こまで整理されたデータベースがそも
そもありませんから、膨大なデータを
統一した様式で入力し直したデータ
ベースを作るところから始めなければ
いけません。生命科学はDX化に適して
いる分野だと言えます。
岡田：AIの研究も随分進んできていま
すから、今こそバイオDXの研究に取り
組むべきタイミングですね。
高橋：ヒトであれば数万、単純な大腸菌
や酵母でも数千の遺伝子を持っていま
す。先ほど例に出したE-CELLでは、私を
含めて10人の学生で手分けして500件
ほどの論文を読み、127の遺伝子を組
み込んだプログラムを発表しました。そ
の後、スタンフォード大学から500遺伝
子規模のモデルが発表されましたが、
現実に合わせた数千の遺伝子を組み込
んだモデルを作ろうとすると、1万件ぐ
らいの論文を読まなければなりません。
人力ではほぼ不可能です。それが今や、
機械学習を活用すれば、AIで細胞中の
生命現象をコンピューターで再現でき

既存のデータベースが充実
機械学習も取り入れやすく

―「データ駆動・AI駆動を中心としたデ
ジタルトランスフォーメーションによる
生命科学研究の革新」研究領域（以下、
［バイオDX］領域）がスタートした背景
をお聞かせください。
岡田：約5年前、理化学研究所生命シス
テム研究センター（現・生命機能科学研
究センター）で、細胞内で起こっている
生命現象を人工知能（AI）などのデジタ
ル技術を駆使して理解しようとする研
究が始まりました。それまでは人間が顕
微鏡をのぞいて判断していましたが、さ
まざまな計測技術で得られたデータを
AIで解析することで、細胞の状態を明
らかにしようという試みです。こうした
取り組みの重要性が認められ、新領域
の設立に至った形です（10ページ図1）。
高橋：生命現象をデジタル技術で理解し
ようとする試みは、決して最近始まった
話ではありません。1990年代に提唱さ
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生命科学×DXで  研究が変わる
創造的な活動で  未踏の現象解明
近年、産業界ではデジタル技術を積極的に取り    入れることで生産性を向上させる、デジタル・トラ
ンスフォーメーション（DX）が加速している。CREST    でも2021年度、新たに「データ駆動・AI駆動を中心
としたデジタルトランスフォーメーションによる生    命科学研究の革新」研究領域を立ち上げた。この
領域ではデータ処理の加速にとどまらず、研究の    在り方そのものを転換し、本来研究者が手掛け
るべき創造的な研究活動を充実させることで、未    踏の生命現象の解明に挑む。研究総括の理化学
研究所生命機能科学研究センターの岡田康志    チームリーダーと研究総括補佐で同センターの
高橋恒一チームリーダーに、狙いや今後の展望    を聞いた。

特集2 特別対談
戦略的創造研究推進事業CREST

「データ駆動・AI駆動を中心としたデジタルトランスフォーメーションによる生命科学研究の革新」研究領域
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戦略的創造研究推進事業CREST
「データ駆動・AI駆動を中心としたデジタルトランスフォーメーションによる生命科学研究の革新」研究領域

高橋：若手研究者向けの助成制度とし
て、JSTには「さきがけ」が用意されてい
ますが、この領域では独自に「ミニ
CREST」という制度を新たに設けまし
た。生命科学研究をDX化すること自体
が新しい試みですし、何が正解なのか
誰もわかっていません。萌芽的なアイ
デアを、最初はさきがけのような小さな
体制から取り組み、進捗を見ながら研
究体制を充実させ、最終的にはCREST
の規模まで拡大させたいと考えていま
す。ですから、30代の若手研究者から
の積極的な提案を期待しています。
岡田：さきがけの支援期間は3年間で
す。［バイオDX］領域は情報科学と生命
科学の異分野融合の研究ですから、研

究者間で十分に意思疎通ができるよう
になったと思ったら支援期間が終わっ
てしまった、ということになりかねませ
ん。とはいえ、CREST規模の研究グ
ループをいきなり若い人が率いること
はハードルが高いので、関係者と議論し
て新たな制度を設けました。

研究プロセス全体を俯瞰
抜本的な変革もたらす提案を

―初年度の採択課題が発表されました
が、審査されていかがでしたか。
岡田：今回、領域が目指す研究にかなっ
た提案を採択することができたと思っ
ていますが、一方で応募された提案の

歩して複雑な生命現象を複雑なまま解
析し、私たちが理解できる形で提示でき
るようになりました。生命科学のDX化
によって研究サイクルの効率化が図れ
れば、新たな知見も得られるはずです。

異分野の研究者が協力し運営
若手の研究も大きく育てたい

―こうした背景も踏まえますと、この領域
が生命科学ではなく、情報科学の領域で
あることの意味がよくわかりました。で
は、運営体制や特徴についてもご紹介く
ださい。
岡田：この分野の重要性を訴え、議論に
も参加してきたこともあり、研究総括に
推していただきました。ただ、私自身は顕
微鏡の改良を通じて、細胞内の物質輸送
の研究を続けてきた生命科学の研究者
です。だから私だけが研究総括を務めて
いては、生命科学の領域だと捉えられか
ねません。
　そこで、細胞のシミュレーションに取り
組んできた高橋さんに研究総括補佐と
してこの領域に携わってもらい、情報科
学の側面を対外的にもわかりやすく伝え
られるような体制を組みました。このよう
な分野の異なる２人が運営するという体
制は、他の領域にはない特徴ですね。

中には「これはバイオDXではない」、
「バイオDXの要素が不足している」と
感じるものが多数あったことも事実で
す。実験自体はこれまでと変わらない
方法で実施し、実験で得られたデータ
の解析にAIを使うという内容が散見さ
れました。
　それが一番AIを導入しやすく、現実
に研究効率を高められるのかもしれま
せん。ただ、それでは生命科学の研究を
抜本的に変革していこうという、私たち
が目指すビジョンには合致しないので
す。データを取得した後の下流にデジ
タル技術を取り入れるだけでなく、もっ
と上流、例えば実験の最中にAIが介入
したり、仮説を立てたりするところにも
デジタル技術を活用するような提案を
期待しています。
高橋：研究過程で、サイエンスとしての発
見があることも必須だと考えています。
情報科学の領域ですから、デジタル技術
を導入することで研究のプロセス全体
を俯瞰して効率を高めるなどのメリット
が求められますが、同時に生命科学にお
ける何らかの発見が期待できるテーマ
を設定していただく必要があります。
岡田：生命科学研究のDX化に貢献する
要素技術の開発も、本領域の対象にな
ります。データの解析などにデジタル
技術を取り入れ、研究の効率を高めら
れたとしても、やはり生命科学の研究は
時間がかかるものです。

―この領域で求めている提案として、具体
的なイメージがあれば教えてください。
岡田：例えば、ヒトの臓器がどのように
形成されるかを調べようとした場合、
iPS細胞のような未分化の細胞を分化
誘導して小型臓器であるオルガノイド
まで培養するのに、1カ月以上かかりま

す（図3）。1つの実験の完了後に、そこ
で得られたデータを次の実験にフィー
ドバックしようとすると、1年でできる実
験の回数は限られてしまいます。
　しかし、実験の最終的な結果を待た
なくても、途中で細胞の状態を解析し
て次の実験に活かせる知見を得られる
なら、そのサイクルを短縮させることが
できますね。データの解析にデジタル
技術を導入すれば、どんな研究でも効
率を高められるというわけではありま
せんが、実験サイクルを俯瞰してボトル
ネックになっているところを短縮する要
素技術を開発することは、実にバイオ
DXにかなった研究だと考えています。

次世代活躍に備え環境整備も
分野を超えたDX化のモデル

―バイオDX研究の進展からどのよう
な波及効果を期待されていますか。
高橋：今、世界全体が大きな変革期にあ
り、社会のあらゆる場面にデジタル技
術が浸透して、人間の考え方や社会の
あり方も大きく変わってきています。産
業構造も変わり、これまでになかった新
しい産業が出現するでしょう。当然、研
究活動も変わっていかなければなりま
せん。それは自然科学に限らず、社会科
学や人文科学などあらゆる分野に及び
ます。バイオDXでの取り組みが、この
後にＤＸ化を進めて行くさまざまな学
会や業界にとっても、良い先行事例に

なるだろうと考えています。
岡田：研究によって得られるデジタル技
術や新しい知見といった成果だけでな
く、研究のあり方そのものを変えていく
ことがこの領域の一番の成果になると
期待しています。しかし一方で、バイオ
DXが既存の生命科学研究を否定して
いると受け取る向きもあるようです。実
際、「僕のような古い生物学者には関係
ないですよ」と複数の方から言われまし
たが、決してそんなことはないと強く主
張したいです。バイオDXが目指している
のは、生物学者が本来取り組みたい問
いに集中するための環境を整備するこ
となのです。実験の手間を省くことで真
理の探究に集中する。それがバイオDX
の狙いです。
高橋：研究環境を全てDXに適したもの
に変えていくということは、一朝一夕で
はできません。今、義務教育でもプログ
ラミングの授業が行われるようになり、
ゲーム制作のコンテストを開催すると
かなり盛り上がるそうです。このように、
小学生のうちからプログラミングとは
何かを身につけた人たちが、10年、15
年後に社会に出るようになり、その中に
は研究者になる者もいるでしょう。彼ら
が身に着けたデジタル技術を生かし
て、より効率的で質の高い研究ができ
るような環境を今のうちから整備して
いくことが重要です。バイオDXがその
先駆者になっていければいいですね。

2021年12月21日収録

るようになりました。
岡田：ただ、AIの進歩だけでは十分では
なく、機械学習に用いるデータを収集
する技術の開発も欠かせません。ヒトゲ
ノム計画の頃には世界中の研究機関が
協力して、膨大な予算をつぎ込んで解
読していましたが、次世代シーケンサー
が導入された現在では、わずか100ドル
で1人分のゲノムを一晩で解読できる
ようになりましたからね。遺伝子解読に
関しては大量のデータを容易に得られ
るようになり、生命科学分野は研究のや
り方が大きく変わったと感じます。

サイクル全体を効率化
新たな科学的発見を期待

―具体的にはどのような研究に取り組
まれようとしているのでしょうか。
岡田：この領域で期待するDXの効果に
は、2つのポイントがあると考えていま
す。1つは研究の効率化です。生命科学
に限らず、これまでの研究活動では、仮

説を立ててその仮説を立証するための
実験を行い、実験で得られたデータを
解析して新たな科学的知見を得る、と
いうサイクルでした。
　これまではどんなに効率化しても実
験には時間と労力がかかり、研究を進
める上でボトルネックとなっていまし
た。そこにデジタル技術を積極的に取
り入れることができれば、実験の効率を
大幅に高めることができます。結果とし
て、研究テーマを探求するといった、本
来研究者がやるべき創造的な活動に時
間が充てられるようになるでしょう。

―シミュレーションで十分な検証がで
きれば、実際に同じ実験をする場合で
も随分効率が良くなりますね。
岡田：2つ目は、DXによる科学的な発見
です。デジタル技術を導入すると、得ら
れるデータが膨大になり過ぎて、人間
が理解したり処理したりできる量を超
えてしまいます。そこでデータ解析にも
AIを取り入れることで、先に述べた実験

などの部分的な効率化だけでなく、研
究サイクル全体の効率を高めることが
できると考えています（次ページ図2）。
研究対象の選定と技術開発をうまく進
められれば、CRESTの5年間で研究を
効率化するデジタル技術だけでなく、
科学的な発見も得られるのではないか
と期待しています。
高橋：人工知能の研究開発を行ってい
るディープマインドのデミス・ハサビス
社長もこう指摘しています。「物理学で
数学が強力な武器になったように、生
命科学ではAIが強力な武器になる」。こ
れは、システムバイオロジーが当初期
待されたほどの成果を得られなかった
理由を見事に言い当てています。当時
はコンピューター技術も十分に発達し
ておらず、AI研究も現在のように活発
に行われていませんでした。
　一方、生命現象は複雑すぎて人間に
はそのまま理解することが難しく、シ
ミュレーションしようにもモデル化でき
なかったのです。それが現在は、AIが進

れた「システムバイオロジー」が先駆け
でしょう。コンピューター上のシミュ
レーションで、複雑な生命現象を理解し
ようとするものです。しかし、当時のコン
ピューターは今ほど発達していません
でしたし、必要なゲノムやたんぱく質の
機能解析も十分に進んでいませんでし
た。私も学生時代に細胞内の現象をシ
ミュレーションするプログラム「E-CELL」
の開発に関わりましたが、期待されたほ
どの成果は上げられませんでした。
岡田：その後ヒトゲノム計画が進み、
2003年に人のDNAの塩基配列が全
て解読されました。たんぱく質などの機
能解析も進み、生命現象に関わるパー
ツの情報がそろってきました。しかもそ
れらは、公的なデータベースとして整備
されていきました。
高橋：その点は、材料系の研究者からも
うらやましいと言われますね。生命科学
では、すでに機械学習で利用できる形
に情報が整理されているので、すぐに
動き出せます。しかし、他の分野ではこ

こまで整理されたデータベースがそも
そもありませんから、膨大なデータを
統一した様式で入力し直したデータ
ベースを作るところから始めなければ
いけません。生命科学はDX化に適して
いる分野だと言えます。
岡田：AIの研究も随分進んできていま
すから、今こそバイオDXの研究に取り
組むべきタイミングですね。
高橋：ヒトであれば数万、単純な大腸菌
や酵母でも数千の遺伝子を持っていま
す。先ほど例に出したE-CELLでは、私を
含めて10人の学生で手分けして500件
ほどの論文を読み、127の遺伝子を組
み込んだプログラムを発表しました。そ
の後、スタンフォード大学から500遺伝
子規模のモデルが発表されましたが、
現実に合わせた数千の遺伝子を組み込
んだモデルを作ろうとすると、1万件ぐ
らいの論文を読まなければなりません。
人力ではほぼ不可能です。それが今や、
機械学習を活用すれば、AIで細胞中の
生命現象をコンピューターで再現でき

既存のデータベースが充実
機械学習も取り入れやすく

―「データ駆動・AI駆動を中心としたデ
ジタルトランスフォーメーションによる
生命科学研究の革新」研究領域（以下、
［バイオDX］領域）がスタートした背景
をお聞かせください。
岡田：約5年前、理化学研究所生命シス
テム研究センター（現・生命機能科学研
究センター）で、細胞内で起こっている
生命現象を人工知能（AI）などのデジタ
ル技術を駆使して理解しようとする研
究が始まりました。それまでは人間が顕
微鏡をのぞいて判断していましたが、さ
まざまな計測技術で得られたデータを
AIで解析することで、細胞の状態を明
らかにしようという試みです。こうした
取り組みの重要性が認められ、新領域
の設立に至った形です（10ページ図1）。
高橋：生命現象をデジタル技術で理解し
ようとする試みは、決して最近始まった
話ではありません。1990年代に提唱さ

ほうが

ふかん

CREST［バイオDX］領域では、令和4（2022）年春に研究課題の公募を予定しています。
公募情報につきましては、詳細が確定次第、下記のホームページに掲載いたします。
多くの方のご応募をお待ちしています。
公募情報URL ： https://www.jst.go.jp/kisoken/boshuu/teian.html ▶
領域ホームページURL ：
https://www.jst.go.jp/kisoken/crest/research_area/ongoing/bunya2021-3.html

公募情報

図3　単純な自動化では高速化できない実験も多い生命科学分野で、実験中に次の効率的な培養につながるフィードバックができれば、その分全体のサイクルを
短縮することができる。

図1　バイオDX研究の全体像（出典：文部科学省戦略目標「『バイオDX』による科学的発見の追究」）

図2　これまでは、仮説立案→実験・計測→解析→発見のサイクルの全てを人間が担っていたが、デジタル
技術を用いて「実験・計測」と「解析」を自動化することで研究サイクルの効率化を目指す。
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質の高いビッグデータの取得・解析とAI駆動による結果
解釈・推論の両論のアプローチにより、人間の認知能力・バイアスを超えた科学的アプローチを可能に！
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マルチモーダル解析や分析装置の自
動化等、均質かつ大量のデータを取得
するための技術、あるいは実験計画を
自動で柔軟に判断し遂行するAI技術
の開発等により、データ駆動型研究を
加速！

自然言語処理技術等に基づく、既存の領域知識の抽出・活用に加え、能動推
論により実験結果を解釈し、人力では為し得ない網羅的な理論シミュレーショ
ンおよび解釈妥当性評価を効率的に推進！

ビッグデータ・AI
AIを用いた画像解析や新薬
検索等の技術が進展。2020
年11月には、AIによるたんぱ
く質構造予測性の飛躍的向
上が話題に。

自動化
化合物合成や代謝工学など
において、実験の自動化（ロ
ボット利用）、ハイスループッ
ト化の研究発表が目立つよ
うに。

©2016 DBCLS TogoTV

©2016 DBCLS TogoTV

再生医療研究や
バイオ生産技術等

世界を先導する計測・機械化技術

人間の認知能力、作業
量による制約。偶然の
発見に期待。

(Ota et al., Science, 2018)

(Callaway, Nature, 2020) IBM RXN for Chemistry
(https://rxn.res.ibm.com/
rxn/robo-rxn/welcome)

(Yachie et al., Nat.
  Biotechnol., 2017)
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